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六角夢告
　建仁元年(1201年)の春、親鸞聖人29歳の時に叡山と決別すべく、まずは、後世の祈念の為に聖徳太子の建立
の六角堂(京都市中京区)へ百日参籠を行う。そして95日目が明けた暁(同年4月5日)の夢中に、聖徳太子が示現さ
れ(救世菩薩の化身が現れ)、「行者宿報設女犯　我成玉女身被犯　一生之間能荘厳　臨終引導生極楽」　（あな
たが、赤山神社の女性の問いかけに本当にこたえる道は、お念仏しかありません。道理に従って女性と一緒にな
るならば、私(救世菩薩)が生涯を共にし、真実を生きましょう)　という偈句(「女犯偈」)を告げられ、この夢告に従
い、夜明けとともに東山吉水にある法然上人の吉水草庵を訪ねる。(この時、法然上人は69歳。）そして岡崎の地(
左京区岡崎天王町)に草庵を結び、百日にわたり法然上人の元へ通い聴聞する。
　『恵信尼消息』では、「山を出でて、六角堂に百日こもらせ給いて、後世を祈らせ
給いけるに、九十五日のあか月、聖徳太子の文をむすびて、　(中略)　又、百か日、
降るにも照るにも、いかなる大事にも、参りてありしに」と記されている。
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